
「（仮称）市民交流複合施設基本計画素案」に対して寄せられた意見の概要と本市の考え方

該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第1章 1-3 2
自主事業を考えているなら、「交流施設」という
命名や位置付けが足かせとなり、芸術文化政
策の妨げになるのでは。

　「市民交流複合施設」という名称は、ホール
機能に加え、市民の交流拠点としての機能を
一層充実・向上させることを念頭に置いた「仮
称」です。今後、供用開始までのしかるべき時
期に正式名称を検討していきます。

第1章 1-3 2
創世1.1.1区事業が不明確なまま、市民交流
複合施設や代替施設の計画が進行していく
現状に危機感を抱く。

　創世1.1.1区の概要説明を含む今回の事業
経緯については、第１章で説明しています。

第1章 2-1～3 5
後継施設の建設決定後、現在までの期間が
短く、十分な調査、議論が行われたのか疑
問。

　平成18年度は旧市民会館の利用実態を明
らかにするための基礎調査を実施しました。
平成19年度は「市民交流複合施設検討委員
会」を設置して、同委員会による公開ヒアリン
グや利用者となることが予想される方々との円
卓会議などを行い、広く市民の皆様からご意
見をいただくとともに専門的見地から施設のあ
り方を検討してきたと考えています。

第1章 2-1～3 5
4面舞台は本当に必要か。どういう経緯でこの
ようなホール計画になったのか明らかにされて
いない。

　市民交流複合施設は、市内既存ホール・施
設との役割分担のなかで、今後50年の札幌の
文化芸術活動を見通して、市民に世界的・本
格的な舞台芸術を鑑賞する機会を提供するこ
とを役割の一つとし、国内外の優れた現代舞
台芸術に対応できる水準の高機能ホール（十
分な広さのステージとバックヤードを持つ舞
台）を整備することとしています。
　なお、市民交流複合施設の検討経過につ
いては、5ページに簡単な経緯をお示ししてい
ますが、昨年度に設置した「市民交流複合施
設検討委員会」の会議資料や議事録はウェブ
上で公開していますので、詳細はそちらをご
参照ください。
http://www.city.sapporo.jp/kikaku/downtown
/shiminkaikan/kentouiinkai/kentouiinkai.htm

第2章 前文 6
多目的ホールを作るつもりならいらない。厚生
年金会館が存続されないのであればあっても
いい。

第2章 前文 6

厚生年金を取得できたら完全な公のホールに
して、（市民交流複合施設を）建てる予算は各
興行の補助金やメンテナンス費用にしたらよ
いのでは。

第2章 1-1 7
福祉灯油も出せない市民対応でありながら、
国際レベルの施設は不用ではないか。

　市民交流複合施設は、今後50年の札幌の
文化芸術活動を見通して、市民に世界的・本
格的な舞台芸術を鑑賞する機会を提供するこ
とを役割の一つとしており、市民の心の豊かさ
や経済の活性化につながる取り組みも重要な
ことと考えています。

第2章 1-2 7
建築自体も観光資源となりうるので、国内外に
向けたオープンコンペの採用を。

第2章 1-2 7 裏のない施設デザインに。

　市民交流複合施設は、将来的に厚生年金
会館の機能を受け継ぐことも念頭に置いてい
ます。

　市民交流複合施設は市街地再開発事業の
なかで実現を目指していることから、良好な景
観を形成する工夫についても検討していきた
いと考えています。



「（仮称）市民交流複合施設基本計画素案」に対して寄せられた意見の概要と本市の考え方

該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第3章 1 8
花道をつけた本格的な歌舞伎座を主体とした
ものにしてほしい。本格的な花道がなければ
ナンセンス。

第3章 1 8 伝統芸能を見せることができるホールを。

第3章 1 8
国際都市・札幌に是非、伝統芸能が披露でき
るホールを。花道を設けられる歌舞伎公演可
能なホールを

第3章 1 8
歌舞伎、雅楽、能などを鑑賞できるホールを
希望する。

第3章 1 8
能楽堂をも収容できる舞台を設置する計画と
してほしい。

第3章 1 8
完全なオペラハウスにしてしまうのが適切なの
か？

第3章 1 8
限りなく本格的なオペラ劇場と思われるが、
2,000席であるならば、札幌の舞台芸術の創
造発信のためにすぐに役立つとは思えない。

第3章 1 8 小劇場が必要

第3章 1 8
演劇ジャンルに配慮し、小ホールだけでも演
劇ホールを加えてほしい。

第3章 1 8
「ミュージカル、ショー・・」は、「ポップス・演歌・
歌謡曲コンサート、ミュージカル、ショー」に修
正すべき

第3章 1 8
必要なのは、ロック、ポップス、演歌などのエン
ターテインメントを楽しめるホールではない
か。

第3章 1 8
「（ホールのイメージ）」のようなデザインの会場
では、ロック歌手等のコンサートを招聘できな
い。この図は破棄すべき。

　「（ホールのイメージ）」の図は、高機能ホー
ルを実現した場合の会場デザインの例とし
て、あくまで一つの想定をお示ししたものであ
り、この図のとおりのデザインとすることを決定
したものではありません。しかし、あたかもデザ
インが決定したかのような誤解を受けないよう
イメージ図を削除します。

8ページのイメージ図を
削除する。

第3章 1 8
　高機能ホールとなることで使用の幅が狭まっ
ているように感じる。２０００席の劇場で、市民
活動レベルの興行を打てるのか。

第3章 1 8
アマチュアの音楽活動で気軽に使えるホール
を。

8ページ「1　高機能
ホール」の項中、3行目
「演劇など」を「演劇、
ポップス・演歌・歌謡曲
コンサートなど」に、4行
目「現代舞台芸術」を
「現代舞台芸術等」に
改める。

　市民交流複合施設は、市内既存ホール・施
設との役割分担のなかで、今後50年の札幌の
文化芸術活動を見通して、市民に世界的・本
格的な舞台芸術を鑑賞する機会を提供するこ
とを役割の一つとし、国内外の優れた現代舞
台芸術に対応できる水準の高機能ホール（十
分な広さのステージとバックヤードを持つ舞
台）を整備することとしています。
　旧市民会館が担っていた「市民の発表の
場」としての機能は、主に札幌市民ホールに
おいて担いながら、幅広い層の市民の皆様に
生涯学習実現の場として活用していただくこと
を予定しています。

　市民交流複合施設のホールは、将来的に
厚生年金会館の機能を継承することも念頭に
置いていることから、オペラ、バレエ等の舞台
芸術に加え、ロック、演歌、ポップス等の利用
も想定しています。また、伝統芸能も含めた
様々なジャンルにも対応できるよう一定の多目
的性にも配慮することとしています。
　具体的な舞台機構等の検討にあたっては、
設置費用、ランニングコスト、他都市事例にお
ける使用頻度等を調査し、利用者のご意見を
伺いながら検討していく予定です。

　市民交流複合施設のホールは、将来的に
厚生年金会館の機能を受け継ぐことも念頭に
置いていますことから、ご意見にある「ポップ
ス・演歌・歌謡曲コンサート」なども演目として
想定しています。このことをより分かりやすくす
るため、ご意見の趣旨を踏まえて該当部分に
加筆します。
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ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第3章 1-1 8
席数は、そのホールを一番使う団体を優先さ
せ、維持しやすく使いやすい規模にしてほし
い。

第3章 1-1 8
2,300人の厚生年金でも運営が厳しいのに、
市立の2000人のホールはうまくやっていける
のか。

第3章 1-1 8
席数は、「2,000～3,000席規模」で検討するべ
き。

第3章 1-2-1 9
小道具、衣装製作のアトリエ、保管できるス
ペースを。

第3章 1-2-1 9 制作機能を持った建築配慮が望まれる

第3章 1-2-1 10
舞台のうちの1面は、本番中でも他の作品のリ
ハーサル等ができるよう隔離できるように。

　舞台回りは、様々な表現方法に応える拡張
性を有するなど利用者の使い勝手に配慮した
ものを目指しており、ご意見の点も考慮しなが
ら施設検討を進めていきます。

第3章 1-2-1 10
舞台機構の設置費用だけでなく、ランニング
経費、使用頻度等を考え合わせるべき。

第3章 1-2-1 10

舞台について、
・　舞台の奥行が十分あれば、バトンとバトン
の間がたっぷり取れて楽。
・　奥舞台は省略して、本舞台に回り舞台でよ
い。
・　回り舞台か大迫り小迫りのセットのどちらか
でもいい。
・　袖又は奥が一面分あり、物をスタンバイさ
せるところがほしい。

第3章 1-2-1 10

舞台について、
・　イメージのプロセニアムが高すぎる。
・　非常口のランプを消させてほしい。
・　舞台の床は釘を打てるように。

第3章 1-2-1 10 演者の足元が見える舞台高さを実現する

第3章 1-2-1 10
舞台は最低三面、理想的には四面として多彩
な転換を可能とする。

第3章 1-2-1 10 音響反射板に邪魔されない吊物の充実

第3章 1-2-1 10
舞台機構と演出者の意のままに合わせること
のできる制御・操作の実現

第3章 1-2-1 10
音響や照明設備は舞台と観客にとって最適の
位置を確保する

第3章 1-2-1 10 舞台機構は吊物の充実を図り実現させる

第3章 1-2-1 10
操作性は本番・リハーサル・仕上げ・撤収に最
適に対応できるように

　客席数は、快適な鑑賞環境の確保、興行の
採算性への配慮などから「2,000席程度を目
処」として整備することとしています。ただし、
将来的に厚生年金会館（2,300席）の機能を
継承することも念頭に置いた施設であることか
ら、民間との共同事業による制約、設置費用、
需要調査なども勘案し、なお慎重に検討しま
す。

　具体的な施設規模、配置計画、設備水準等
については、基本計画策定後、専門家や利
用者となることが予想される方々等のご意見を
伺いながら検討を進めます。また、舞台機構
の検討にあたっては、設置費用、ランニングコ
スト、他都市事例による使用頻度なども勘案し
ながら検討を進めます。

　ホール及び附帯施設の仕様、数、配置・動
線計画などは、基本計画策定後、専門家や利
用者のご意見を伺いながら、詳細な検討を
行っていく予定です。
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該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第3章 1-2-1 11 照明作りの合理化のために最新機材を。

　照明等の舞台設備は、安全かつスムーズな
舞台運営をサポートする構成とすることを目指
していることから、ご意見の点も考慮しながら
施設検討を進めていきます。

第3章 1-2-2 11
客席について、客席前後の間隔を広く。肘掛
を左右両方につけてほしい。

第3章 1-2-2 11
客席は全国で一番ゆったりしている劇場を目
指してほしい。

第3章 1-2-2 11
見やすい客席とするため、前舞台より最遠客
席まで20から25mにする

第3章 1-2-5 13
中小リハーサル室や練習室などは、必要性の
細かい検討が必要。

　ホール及び附帯施設の仕様、数、配置・動
線計画などは、基本計画策定後、専門家や利
用者のご意見を伺いながら、詳細な検討を
行っていく予定です。

第3章 1-4 15 出演者エリアにもバリアフリーは必要。

　15ページ「1-4-1　バリアフリー等」の項にお
いて、いただいたご意見の趣旨も含んでいる
ものと考えますが、より分かりやすく具体的な
記述とするため、（例）に「出演者エリアのバリ
アフリーにも配慮」と加筆します。

15ページ「1-4-1　バリ
アフリー等」の項中、
（例）に「出演者エリアの
バリアフリーにも配慮」
の一文を加える。

第3章 1-4 15
バリアフリーだけではなくカラーユニバーサル
デザインにも配慮してほしい。

　15ページ「1-4-1　バリアフリー等」の項にお
いて、いただいたご意見の趣旨も含んでいる
ものと考えますが、より分かりやすく具体的な
記述とするための修正を加えます。

15ページ「1-4-1　バリ
アフリー等」の項中、
「施設計画」を「施設や
色彩の計画」に改める。

第3章 1-4 15
車椅子が利用しやすい床に。絨毯を敷くと大
変不便。

第3章 1-4 15
前列の椅子の背の下の部分に足が入るよう
に。

第3章 1-4 15
託児室の設置に賛成
駐車場も、障がい者や託児利用者の予約枠
があると利用しやすい。

第3章 1-5 15
自主企画を中心とした創造型の劇場を目指す
には年間何十億という自主事業費を確保する
必要があるが財源は？

第3章 1-5 15

自主制作事業なしに、高機能ホールを満足に
使用することは数・質ともに期待できないと思
う。貸し館施設のために高機能ホールは不
要。

第3章 1-5 15
将来的な運営プランがない限り、建設をスター
トさせるべきではない。

第3章 1-5 15
自主事業と呼ばれるものが必要になると思う
が、それの財源はどうするのか？

第3章 1-5 15 施設の活用に長期的ビジョンはあるのか。

第3章 1-5 15

「オペラ」「バレエ」「ミュージカル」ありきの施設
を建設したいという計画素案だが、その興行
にはコストや施設運営の問題があるので具体
的な姿を素案に盛り込むべきでは。

第3章 1-5 15
高機能ホールには大賛成するが、運営の主
体とサービスの対象を明確にし、運営のポリ
シーを確立してほしい。

　基本計画素案に先立って設置した「市民交
流複合施設検討委員会」においては、（仮称）
アート・サポートセンターが施設の運営のエン
ジンとなり、自主事業を含めた機能を担うもの
と提言されました。
　この（仮称）アート・サポートセンターの仕組
みや体制等の具体的な検討は、平成20年度
末策定予定の「札幌市文化芸術基本計画」以
降の検討に委ねており、現在、同基本計画検
討委員会において、市民交流複合施設で実
現を目指す機能等についての検討を進めて
いるところです。

　客席の配置は、視認性に優れ、舞台との一
体感を十分に味わうことができる方式を検討し
ます。また、座席椅子は高齢者や障がいのあ
る人などすべての市民が快適に鑑賞できるも
のを採用し、座席間隔はゆとりを持って配置
することを前提に具体的なプランを検討しま
す。

　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。
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第3章 1-5 15

運用面で、以下の配慮を。
・　大規模プロジェクトの使用受付は、少なくと
も2年前から。
・　継続使用、定期的使用は日数の制限をし
ないでほしい。
・　入退館時間は、フレキシブルに。
・　搬出入は、仕込前日・公演翌日などの便宜
を。そのための仮置きスペースも用意してほし
い。

　利用者本位の柔軟な運営方針を掲げ、舞台
芸術の拠点としての機能を最大限に引き出す
ことを目指していることから、ご意見の点も考
慮して利用条件等を検討していきます。

第3章 1-5 15

入場料による使用料の割増を撤廃してほし
い。
なくせないなら、せめて相場に合わせて区切り
を高く設定してほしい。

第3章 1-5 15
利用料金が高額になり、施設はできたけれど
も文化団体が借りられない、といったことにな
らないようにしてほしい。

第3章 1-6 16
建物より先に、文化芸術基本計画からの市全
体の文化施策立案を急ぐべき。

第3章 1-6 16

文化政策を施行し芸術を支援する行政、公共
の使命を負って市民にサービスする芸術家、
芸術の恩恵を受け止め札幌市の施策を支持
する市民という構造がわかる考え方をはっきり
させ、施設計画に反映してほしい。

第3章 1-6 16

大型のコンサート、商業演劇もできるホール
（2,000～2,500席）の一つくらいは道都札幌に
必要。今の厚生年金会館より広い舞台の必要
な演目にも対応できるほうがよいが、建設計画
決定前に利用主体となる人たちを中心として
経営計画検討を行い、その目処が立ってから
内部設計を行って欲しい。

第3章 1-6 16

文化芸術基本計画に基づき、芸術文化施設
の役割を定めてほしい。施設管理の風潮が強
い施設で、自主事業を料金収入の障害と位
置付けているものもある。

第3章 1-6 16
厚生年金会館の寿命を考えると2,000席規模
のホールは必要。厚生年金会館の利用者と
話し、改善点を議論すべき。

第3章 1-6 16

現在の（仮称）市民交流複合施設基本計画
（素案）を、ハード的な制約条件のたたき台が
策定された程度と認識し、「上位概念＝芸術
文化振興施策」を策定の上、施設整備という
ハード計画と、芸術文化振興+施設運営という
ソフト施策を一体的に検討されたい。

第3章 1-6 16

建物の役割を「札幌の文化芸術を支え、育て
る」と位置付けるのであれば、基本計画前に、
建物完成後に果たすべき役割や事業内容等
に関する深い議論の場が設けられることを要
望する。

第3章 1-6 16
参加しにくい人をどう関らせるかをちゃんと話
し合うべき。行政がもっと意識的に市民の中に
入って現状を見るべき。

　昨年度に設置しました「市民交流複合施設
検討委員会」においては、委員会会議自体を
公開したうえで、希望すれば誰でも参加でき
た公開ヒアリングの開催、ウェブ上で資料・議
事録の公開及び随時の意見募集等を行って
きました。また、今回の素案公表においても自
由参加のフォーラムを開催するなど、これまで
も可能な限り市民の皆様への情報提供を心が
けていますが、　いただいたご意見も参考にさ
せていただき、今後の検討を進めます。

　現段階では使用料設定等の考え方を整理
するにいたっておりませんが、　いただいたご
意見も参考にさせていただき、今後の検討を
進めます。

　今回の基本計画素案は、市民交流複合施
設のあり方に係る基本的な考え方をお示しし
たものです。具体的な施設規模、配置計画、
設備水準等の施設計画については、基本計
画決定後、専門家や利用者となることが予想
される方々等の意見を伺いながら検討を進め
ます。
　また、基本計画素案に先立って設置した「市
民交流複合施設検討委員会」においては、
（仮称）アート・サポートセンターが施設の運営
のエンジンとなり、自主事業を含めた機能を担
うものと提言されました。この（仮称）アート・サ
ポートセンターの仕組みや体制等の具体的な
検討は、平成20年度末策定予定の「札幌市
文化芸術基本計画」以降の検討に委ねてお
り、現在、同基本計画検討委員会において、
市民交流複合施設で実現を目指す機能等に
ついての検討を進めているところです。



「（仮称）市民交流複合施設基本計画素案」に対して寄せられた意見の概要と本市の考え方

該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第3章 1-6 16

今後整備される公共的施設は、産学官民一
体となって運営されるべきものであり、そのた
めには、十分に経営計画を立案し、ビジネス
モデルを確立した上で着手すべきである。

　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。

第3章 1-6 16
オペラも想定した施設であれば札幌に建設し
てほしい。道庁との共同計画に格上げすべ
き。

　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。

第3章 2 17 代替施設の後利用の検討は何処で行うのか。

　17ページにありますとおり、札幌市民ホール
（代替施設）は、当分の間、主に、旧市民会館
が担っていた「市民の発表の場」として活用し
ます。

第4章 1 18
貸館中心のホールにアートサポートセンター
機能を付随させることは疑問。

第4章 1 18
アート・サポートセンターは、施設プランとは切
り離して、別のテーブルで検討すべき。

第4章 1 18
アート・サポートセンターに市民のための施設
は必要がないのでは。区民センターでまかな
えていないのか？

第4章 1 18

　フリースペースは、フリーなのに「アーティスト
のための」というのは変。
　交流サロンは、大抵の芸術家が欲しいと口
にするが、単なる「交流」に対する漠然とした
憧れ・夢であって、何を生み出すのか分から
ない。サービスしすぎ。

第4章 1 18

アート・サポートセンターは、芸術家への経済
的支援ではなく、市民の芸術的要求への対応
や市民の文化権の確立を仕事にすべきであ
る。

第4章 1 18
アートサポートセンターのサポートの仕方は、
「市民」と「芸術家」を区別し、支援する対象の
考え方をはっきりさせるべき。

第4章 1 18

「札幌の文化芸術全体に目配りし、これを支え
育てるアート・サポートセンター」の機能を考え
ていくのであれば、“芸術文化活動＝あらゆる
空間で行われているあらゆる創造活動”と再
度定義し直した上で、改めて、より具体的な検
討を行うべき、と考える。

第4章 1 18
アマチュアの音楽活動で気軽に使える部屋
を。

第4章 1 18
練習場などを用意するということだが、民業圧
迫ではないか。

第4章 1 18
アート・サポートセンターの機能を検討する場
合、市民活動のサポートまで含めた検討が必
要と考える。

　（仮称）アート・サポートセンターの仕組みや
体制等の具体的な検討は、平成20年度末策
定予定の「札幌市文化芸術基本計画」以降の
検討に委ねており、現在、同基本計画検討委
員会において、市民交流複合施設で実現を
目指す機能等についての検討を進めていると
ころです。



「（仮称）市民交流複合施設基本計画素案」に対して寄せられた意見の概要と本市の考え方

該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第4章 1 18

アート・サポートセンターの構想は、芸術文化
基本構想と連絡をとりながら進めるべき。検討
委員会の提言を素案がきちんと踏襲していな
い（もしくは、取り上げない部分について十分
な説明がない）

　18ページ「1-1」において、「アート・サポート
センターの仕組みや体制等の具体的な検討
は、平成20年度末策定予定の「札幌市文化
芸術基本計画」以降の検討に委ねる。」と明
記していますが、現在、同基本計画検討委員
会において、市民交流複合施設で実現を目
指す機能等についての検討を進めているとこ
ろです。

　なお、市民交流複合施設検討委員会による
「あり方に関する提言」においては、10ページ
に「（仮称）アート・サポートセンターの設置に
ついて、札幌市が平成20年度の策定を目指
している（仮称）文化芸術基本計画の検討に
おいて、具体的な検討がなされるよう提言しま
す」と明記されています。

第4章 2 20

　創造活動センターについて、今回の施設設
置のプランは、ハードだけの問題として考えて
ほしい。色々盛り込み、かえって可能性をそぐ
ことがないように。

第4章 2 20

創造活動の場所をこの施設内に作るのは良く
ないのではないか。
日常の創造活動に必要な場所とは、自由度
が高く安価で長期間使用できるところ。

第4章 2 20

さっぽろにはアート本屋が必要。ラウンジカ
フェやミュージアムショップに世界中のクリエイ
ターと地元クリエイターが集まり、その街を活
気付けるヒントを提示しているのが世界的な動
向である。

第4章 2 20

アーカイブスについて、アート、建築、デザイ
ン、ダンスなどのいわゆる芸術関連を扱うスト
アーなども存在意義をもつので検討してほし
い

第4章 2 20 芸術文化と産学連携の視点を
　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。

第4章 2 20

・ ITと取り入れたアーカイブ機能やライブラ
リー機能
・ それらの情報へのアクセスを支援し、アドバ
イスするリファレンス機能
・ アート、デザイン力、商業などの協働による
各分野の活性化
などの「創造都市さっぽろ」を具体化する各種
機能について、全市的な取り組みとして検討
すべき、と考える。

　全市的な取り組みとして、「創造都市さっぽ
ろ」を推進していくため有識者・市民等で構成
する「創造都市さっぽろ推進会議」を設置して
検討していきます。

第4章 3 21
民間施設と複合化するのであれば、アートカ
フェなどを期待したい。

第4章 3 21
複合化は、長期的な視点で慎重に検討すべ
き。過度な複合化はリニューアルを難しくす
る。

　市民交流複合施設は市街地再開発事業の
なかで実現を目指していることから、民間施設
との複合化のメリットを最大限に活かす工夫に
ついて検討していきたいと考えています。

　（仮称）創造活動センターの機能や事業等
は、関係する各分野の連携手法の整理などを
行い、具体的な施設整備について検討を進
めていきます。



「（仮称）市民交流複合施設基本計画素案」に対して寄せられた意見の概要と本市の考え方

該当章 該当項
該当
ﾍﾟｰｼﾞ

寄せられた意見の概要 札幌市の考え方 修正の内容

第4章 1 18～20
北海道の若手芸術家等の作品を展示してほ
しい。

第4章 1 18～20
芸術文化の中に美術的な要素が欠けている。
札幌ビエンナーレや公募展の開催など、新し
い施設を使って出来るのではないか。

第4章 1 18～20
両センター共、市民交流複合施設の付帯機
能として議論されているのではなく、根本的に
その機能論を検討すべき、と考える。

第4章 1 18～20

「アート・サポートセンター」の機能に「創造活
動センター」の概念を加えた、「（仮称）アート
センター」という新たな“上位概念”を構築し、
札幌の文化芸術全体に目配りし、これを支え
育てていく具体的な施策について、早急に検
討する必要があるものと考える。

全般 ― ― 全体の概算的建設費を出すべきだ。

全般 ― ―
事業規模額をどの程度で考えているのかが明
示されていないのは、素案であっても準備不
足。

全般 ― ―
施設のランニングコストと、札幌市が将来目指
す芸術の街、というのがどんなものであるのか
を分かりやすく具体的に示す必要がある

全般 ― ―
　官民協働で作品を作れるようハードもソフトも
一緒に活動しやすいように作ってほしい。

　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。

全般 ― ― 研鑽にいそしむ市民が参画できる交流施設を
　いただいたご意見も参考にさせていただき、
今後の検討を進めます。

全般 ― ―

今回の計画は、過去の三専用ホール計画を
踏まえたものか、全く違うコンセプトに基づい
ているのか基本的な考え方を明らかにしてほ
しい。

　ご意見にある三専用ホール計画とは、「芸術
文化ホール建設基本構想」（平成3年12月）を
指しているものと思いますが、同構想では、
「本市の芸術文化施設の状況は、収容人員
1,000人を越えるホールが３つあるが、その稼
働率は80～90％とほぼ飽和状態」であるた
め、拡がりを見せる市民文化に対応すべく、さ
らに「３つの専用施設（音楽、演劇、能楽）の
設置を推進する」こととしています。
　市民交流複合施設は、同構想の中で前提
条件となっている「収容人員1,000人を越える
飽和状態の３つのホール」のうちの一つである
旧市民会館の後継施設であり、同構想で推進
することとしている専用施設ではありません。

　いただいたご意見も参考にさせていただき、
（仮称）アート・サポートセンターや（仮称）創造
活動センターの検討を進めます。

　市民交流複合施設は、旧市民会館が札幌
の文化芸術活動に欠かせない拠点であったこ
とから、その本格後継施設として設置すること
としたものです。
　今回の基本計画素案は、市民交流複合施
設のあり方に係る基本的な考え方をお示しし
たものですが、市街地再開発事業のなかで実
現を目指していることから、具体的な施設規模
や設備水準はもとより、再開発事業の全体計
画が定まらない段階で建設費や管理運営費
等を算出することは困難です。今後、施設等
の詳細を検討していく過程で、建設費等をお
示ししていきたいと考えていますので、ご理解
願います。


